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Abstract:  In the current aircraft operations, flight path and altitude of airplanes are determined by predicted upper-
layer weather data. However, winds in the weather forecast are different from actual values, and hence the amount of 
consumed fuel differs from predicted values. One of the biggest reasons for the inaccuracy of prediction for upper-layer 
wind fields is the limited available observations for winds that can be used for weather forecasts. Therefore, the Space-
Borne Coherent Doppler Wind Lidar (DWL) is expected to improve the accuracy of upper-layer weather forecasting 
as it can uniformly observe vertical wind profiles in the troposphere on the globe. 
In order to confirm the usefulness of the Future Space-Borne Coherent DWL on the aircraft operation, we examined 
the impact assessment based on Sensitivity Observing System Simulation Experiments (OSSE) of Future Space-Borne 
Coherent DWL on the flight path. 
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1. 背景 

 
現在の航空機運航は，予報された上層気象

データに基づき設定された飛行経路や飛行高

度に沿って飛行を実施している．しかしなが

ら，風向・風速などの気象情報は予報と実態

では異なる場合が多く，計画と実際に使用す

る燃料差が一定度生じている．  
上層気象予測に用いる上層大気での風の観

測は，地上固定観測機器やラジオゾンデ，気

象衛星ひまわりによる 2 次元大気追跡風，航

空機等によって観測されているが，利用でき

るデータに制限がある．よって，グローバル

且つ均一に対流圏の風の高度分布を計測でき

る衛星搭載ドップラー風ライダーの導入によ

って，上層気象予測の精度向上が期待されて

いる．  
そこで本研究では，2013 年に情報通信研究

機構と気象庁気象研究所が実施した，超低高

度軌道に対する将来の衛星搭載コヒーレント

ドップラー風ライダー（DWL）の影響評価を

行う際に用いた観測システムシミュレーショ

ン実験（OSSE）データ 1-3)を用い，航空機の路

線に特化した DWL 同化の影響を検証した．  
 

2. 使用データについて 

 
極軌道と熱帯軌道の 2 つの超低高度衛星に

搭載された DWL を想定した OSSE を実施し，

DWL 導入時の予報データと DWL 未導入時の

予報データを比較した．なお，全体的影響と

季節的依存性を評価するために 2010 年 1 月

と 8 月のデータで検証を行った．  
また，本研究では航空機の運航に特化した

影響を検証すべく，飛行計画を作成する際に

多く利用される 12 時間後，250hPa の各エリ



アにおける予報データを使用した．図 1 に今

回検証に使用したエリアを示す．  
 

図 1: 各路線検証エリア  
 

3. 結果 

 
2010 年 1 月の結果では，エリア毎で導入時

の影響が大きく異なる結果となった．SAS，
PAC，NAM エリアでは，東西風速，南北風速，

ベクトル風速予報値に対する差分の RMSE 値

が 0.7 ~ 1.0 m/s 程度であるのに対し，RUS，
JPN エリアでは，差分の RMSE 値が 0.1 ~ 0.3 
m/s 程度であった．（図 2 a, b）  

2010 年 8 月の結果では，エリア毎による影

響は 1 月と比較し小さかったものの，全体的

に差分の RMSE 値が 0.4 ~ 0.8 m/s 程度である

ことが確認された．（図 2 c, d）  
なお，2010 年 1 月並びに 8 月の結果共，衛

星軌道の違いによる影響は大きく確認されな

かった．  

 
図 2: DWL 導入時と未導入時の差分 RMSE 値  

（a）2010 年 1 月極軌道衛星 DWL，（b）2010
年 1 月熱帯軌道衛星 DWL，（c）2010 年 8 月極

軌道衛星 DWL，（d）2010 年 8 月熱帯軌道衛星

DWL 
 

4. まとめ 

 
衛星搭載 DWL 導入時の季節毎，エリア毎

による影響を確認することが出来た．衛星軌

道の違いによる影響は今回の検証では大きく

確認されなかった．  
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